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１．１．１．１．はじめにはじめにはじめにはじめに 
近年，都市域では夏になると，継続時間が短く降雨強

度の大きい局地性降雨が頻発するようになってきている．

この強い局地性降雨は，夕立のように午後に起きることが

多いことから，ヒートアイランド現象との関連について指摘

されている．ヒートアイランド現象とは，都市部での熱使用

の集中，人工物の地表被覆による乾燥化と潜熱消費の減

少などによって起きる都市部の高温化現象のことである． 

この様な強い局地性降雨は都市域における交通などと

いった人間活動に，大きな被害をもたらしており，これらの

実態をつかみ特性を把握することは都市防災の観点から

も非常に重要である． 

 

２．２．２．２．目的目的目的目的 
今回，対象の都市域として埼玉県川越市市街地を選び，

市街地における降雨特性を調べる．また郊外域として市

街地の外側に観測地点を選び，市街地の降雨データとの

相関関係を調べる．これらの結果から，川越市における市

街地と郊外の降雨特性を把握し，それとともに都市におけ

る局地性降雨について考察する． 

 

３．３．３．３．調査概要調査概要調査概要調査概要 
 都市部として川越市内で降雨観測を行っている３地点

【建設省荒川上流工事事務所・川越市滝ノ下終末処理

場・川越市消防本部（以下：荒川・滝ノ下・消防）】と，郊外

として南古谷に１地点【新河岸川総合治水事務所（以下：

新河岸）】を選び，これらの地点における１９９５年～１９９

９年の過去５年間，６月～９月までの４ヶ月間の１時間降

雨データを用いて調査を行った． 

 これらの観測地点は，荒川－滝ノ下間が１.４km，荒川

－消防間が３.７km，滝ノ下－消防間が３.４km となってお

り，３点を結んだ中に川越市の市街地が含まれている．郊

外として選んだ新河岸は，最も近い滝の下までの距離が

２.５km，荒川までの距離が３.６km，消防までの距離が５.

２km となっている．この位置関係は図－１にある通りであ

る． 

 

川越市街地における３ヶ所と郊外の１ヶ所の降雨データ

について，一日のうちで示したピークの値に注目し，処理

を行った． 

 それぞれの地点において，一日のピークの雨量を取り

出し，このうち１５mm／hr 以上のデータについて，その相

関関係を調べた．ここで得た相関行列を表－１に示す．  

 この表から，市街地の３地点においては０.８８～０.８３と

いった強い正の相関性を示していることがわかる．一方，

これら３地点と新河岸では，滝ノ下で０.８１となっているも

のの，荒川・消防で，０.６１，０.５８となっている．このこと
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から，距離による違いを考慮したとしても，市街地と郊外

では，降雨の強さの相関性は低いといえる． 

 上に示した図－２～７図－２～７図－２～７図－２～７は，それぞれ荒川－新河岸，滝ノ

下－新河岸，消防－新河岸のピーク雨量について，デー

タを散布図にプロットしたものである．これらの図からも，

新河岸は荒川や消防と相関性が低いことがわかる．また，

明らかに相関に乗らない白丸のような点がいくつかある．

これを見ると，新河岸でほかの３地点よりも大きい降雨を

記録していることがわかる． 

 図－８は，ピーク時の時間のずれと降水量の関係を表し

ている．このグラフから，市街地内における非常に近い３

地点においても降雨や時間にずれがあることがわかる． 

 

４．４．４．４．考察考察考察考察 
 以上のことから，川越市街地内においては，南北を同様

に覆って降る雨が多く，比較的相関性が高い． 

しかし，川越の市街地を離れた，南古谷などの郊外域

では，市街地内よりも強い降雨が発生することがある．こ

れは川越市街地を通過することで降雨が強くなっているも

のと考えられる． 

 

５．５．５．５．まとめまとめまとめまとめ 
 今回の調査から，都市域と郊外では降雨の強さなどに

違いがあることがわかった．これは都市部におけるヒート

アイランド現象や，都市部上空にある排気ガスなどのエア

ロゾルが関連しているものと思われる．今後これらの関連

性についてさらに調べていきたいと思う．また今回の調査

には時間降雨データを用いているので，今後は１０分値デ

ータを用いてさらに細かい降雨の動きを調べていくつもり

である． 
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図 － ２ 　 荒 川 と 滝 ノ 下 の ピ ー ク 雨 量 の 図 － ５ 　 荒 川 と 新 河 岸 の ピ ー ク 雨 量 の
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図 － ３ 　 荒 川 と 消 防 の ピ ー ク 雨 量 の 関
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図 － ７ 　 消 防 と 新 河 岸 の ピ ー ク 雨 量 の 関

図 － ６ 　 滝 ノ 下 と 新 河 岸 の ピ ー ク 雨 量 の

図－8　ピーク時の時間のずれと降水量の関係
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